
2021 年度 都市生活学部 卒業研究概要 

 

 

ポストインフラ復興期の地域の賑わい活性化計画 

～宮城県石巻市中心市街地を対象として～ 

都市空間生成研究室 

1841018  伊藤 絵里 

   

 

中心市街地 東日本大震災 復興 

賑わい 交わる つながる 

 

1. 研究の目的と背景 

東日本大震災から 10 年が経過し、石巻市の中心市街地

の大体の復興事業は完了した。主に生活インフラや建物

などのハード面の復興は整備され、人々は元の生活を取

り戻してきた。一方で、コミュニティや人とのつながり

などソフト面の復興は未だ復興途中であり、中心市街地

の賑わいや活気が薄れているのが現状である。 

また、震災以降の課題に加えて、昨今からの新型コロ

ナウイルスの影響により、コミュニティや人と人との関

わりなどがより希薄になっている。そのため、地域住民

は快適な生活を送れていないという問題がある。 

本計画では、ソフトの復興に主眼を置き復興事業によ

ってつくられたハード面の空間を活かしたり、整備し直

したりして新たにプログラムを組み込み、街に賑わいを

創出できるような新たな空間を検討する。人と人とが交

わり、街に賑わいが生まれ、来街者も集うような空間を

つくり中心市街地に賑わいを取り戻し、今後住み続けた

い、訪れてみたいと思える魅力的な街を計画によって立

案し、今後の中心市街地の更なる復興に寄与する。 

 

2. 中心市街地について 

2-1. 被災状況 

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分、東北地方太平洋沖地震

が発生し、国内観測史最大となるマグニチュード 9.0、震

度 6強の激しい揺れと巨大津波が襲来し、街の堤防は決壊

され、多くの命が犠牲となった。また、多くの建物や働

く場、住居などが奪われ人々の日常的な生活は失われた。

中心市街地を襲った津波は旧北上川を遡上し高さ 2m 以上

とされる地区があった。平野部では約 30％、中心市街地

を含む沿岸地域の約 73 ㎢が浸水した。沿岸地域では、学

校や病院、総合支社などの公共施設が壊滅的な被害を受

け、市全体でライフラインが停止し、都市としての機能

が奪われた。中心市街地では 53 名もの命が犠牲となった

（表 1）。加えて、地震に伴い市内では広範囲で地盤沈下

や液状化が発生した。地震発生後も大きな余震は続き、

ライフラインの復旧までにも多くの日数がかかり、元の

街は一変し人々は不安な生活を送っていた。 

表 1 中心市街地の死者数 

 

2-2. 東日本大震災からの復興 

中心市街地では復興事業によって様々なハード面の整

備がされた。既存の建物に合わせ、新たに施設や病院、

広場などが整備された（図 1）。 

 

図 1 中心市街地の主な建物 

2-3. 中心市街地の課題 

復興事業を通して既存の建物に加え、新たなハード整

備がされたが、上手く活かしきれていなく、人々が集わ

ないという課題がある。そこで多様な主体や活動が１つ

の場所で交わり、賑わいを街全体に広げていきたい。そ

のために、新たにプログラムを組み込んだり、人々が滞

留できる空間をつくる必要がある。 

町名 総数 男子 女子 15歳未満
15歳～

64歳未満
65歳以上

穀町 1 1 0 0 1 0

銭場町 0 0 0 0 0 0

千石町 3 0 3 0 0 3

立町 2 2 0 0 1 1

中央 22 10 12 0 6 16

中瀬 5 1 4 0 0 5

住吉町 8 2 6 0 0 8

日和が丘 12 8 4 0 8 4

合計 53 24 29 0 16 37

年齢別内訳死亡者数（人）



 

 

3. 計画案 

中心市街地は 3つのエリアに分かれており、駅前エリア

では（行政、医療、交通、福祉機能）、立町・中央エリア

では（生活、文化交流、商業機能）、川沿いエリアでは

（観光、商業、交流機能）と各々の機能を持つ。それぞ

れのエリアが機能を果たし、かつ本計画の目的が達成で

きるような空間を検討する。 

3-1. 計画コンセプト 

本計画のコンセプトを“纏い・紡ぐ街”とする。大震

災以降のハード面の復興の追い風をまとったり、経験や

各々が抱える想い、幸せ、その土地での思い出など様々

な想いをまとった人々が、そこで生まれる多様な活動を

つなぎ合わせた街にしていくことで、街に賑わいや活気

を取り戻し、地元住民が“また住みたい”、“今後もこの

街に住み続けたい”と思い暮らせるような街にしたい。 

同じ空間に複数の主体が存在し、複数の活動が重なる

場やプログラムを組み込むことで、「糸」が重なり、交わ

り、織りなすような空間を創出する。そこから地域の賑

わい活性化につながることを目指す。 

3-2. 計画詳細 

1)駅前エリア 

駅前エリアでは、にぎわい広場を有効的に使い、空間

を豊かにする計画をする。自動車社会である中心市街地

に、電車での来街者の増加を図る。また、通勤者や通学

者、来街者など、複数の主体が利用できるような滞留空

間を設置する。他にも、周辺の建物利用者も時間を過ご

せるような駅前空間にする。親子同士のコミュニティや

高齢者同士の交流が生まれ、地元住民同士のつながりが

できると考える。 

2)立町・中央エリア 

石巻の文化を感じ、人々が滞留できる場をつくり、賑

わいを生む。他の通りの老舗店舗や隣町、漁村地域から

の出店やキッチンカーを設置することに加え、新たにカ

フェなども取り入れ、若い世代にもターゲットを向ける

（図 2）。設置するベンチやテーブルに震災廃棄物を利用

したり、設置するモノの高さを実際の津波の高さに合わ

せ、被災地ならではの要素を埋め込み、震災を風化させ

ず、またこの場所を訪れた人にとって、東日本大震災の

学びとして認識できるようにする。この空間にはスクリ

ーンを設け中心市街地の地域資源でもあるマンガアニメ

を映し出すことで、石巻の漫画文化を感じることができ

るようにし、川沿いエリアにある石ノ森漫画館方面への

移動を誘致する。加えて、実際の漫画本や、震災記録物

等も合わせて置くことで、石巻の文化に触れたり、同時

に震災の学びも得られる。 

 

 

図 2 立町・中央エリア平面図 

3)川沿いエリア 

川沿いエリアでは石巻の“食”、“自然”、“歴史”を堪

能し、多様な主体や活動が交わるような賑わいの場を生

む。“食”では、 漁村地域の食材やカフェなどをキッチ

ンカーなどを利用して出店し、石巻ならではの食を楽し

むことができ、漁村地域産業の創出も図れる。“自然”で

は、釣りやバーベキューなどのアクティビティを通して

石巻の自然を楽しめるようにする。“歴史”では、中瀬へ

の移動を船にすることで石巻港の自然と歴史を感じ中瀬

へのアクセス向上につなげる(図 3.図 4)。中瀬には地元住

民や学生などが利用できるような空間を整備し、芝生の

広場やベンチなど設け、来街者でも中瀬に来た人が自由

にくつろぐことのできる場所にする。 

 

図 3川沿いエリア平面図 

 

図 4川沿いエリアイメージ図 
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